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０．ログイン

・ログイン方法

①IMDSで検索します。

②ログインをクリックします。

③ユーザーIDとパスワードを入力してログインをクリックします。（使用言語は日本語にします）
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④初期画面（データシート/モジュール検索）が開きます。

・ボタンの説明

データを作成します

データを保存します

エラーチェックします

受領データを検索します

送信データを検索します

タイプ毎に検索します

使用先を検索します

ログアウトします IMDSレポートを出力します
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１．材料データについて

材料データ作成の要否判定

弊社から部品や材料を

支給されていますか？

作成不要です。

弊社からの送信データを承認のうえ、参照

してください。

いいえ

IMDSコミッティーが

材料データを公開

していますか？

作成不要です。

IMDSコミッティーの公開データを参照して

ください。

いいえ

材料メーカーが材料

データを公開して

いますか？

いいえ

材料メーカーからIMDSで
材料データを入手

することができますか？

いいえ

作成が必要です。

検査成績書、成分表等で材料の最終成分を確認してください。

公的規格材料の場合は、規格番号と材料コード（材料記号）を確認してください。

はい

はい

はい

作成不要です。

材料メーカーの公開データを点検のうえ、

参照してください。

作成不要です。

材料メーカーの送信データを点検のうえ、

承認・参照してください。

はい
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材料データの作成方法

①新規作成メニューで、モジュール→材料を選択する

②材料分類を選択する（例：鉄鋼・低合金）　→選び方はIMDSレコメンデーション001aを参照
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③新規の材料が作成されるので、材料規格で規定された材料名と
標準材料コードまたは材料記号を入力する。

④公的材料規格を入力するため、プラスボタンをクリックする。

※公的材料規格が無い場合

・材料名は材料分類が識別可能な、具体的な英語で表記します。

（例：銅合金：Copper alloy、低合金の鉄：Steel, low alloyed）
・標準材料コードや材料記号は空欄にしてください。

・手順④～⑥を飛ばして、手順⑦に進んでください。
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⑤材料規格の▼をクリックして、材料規格を選ぶ。

⑥材料規格コード（規格番号）を入力して、追加ボタンをクリックする。

※以下のように追加される。

⑦「参照化学物質の追加」をクリックする。
※化学物質と含有率は検査成績書（MILLシート）や成分表で確認する。
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⑧名称やCASナンバーなどで化学物質を検索する　（例：炭素（カーボン））
⑨化学物質が見つかったら「適用」をクリックする。

⑩含有率を入力する。
※▼を押すと、固定値や残部の入力も選択可能

⑪カーソル位置を材料に合わせて、２つ目以降の化学物質を追加する
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⑫入力が終わったら、エラーチェックを実行する

⑬チェック結果を確認し、エラーを修正する（例：含有率の合計が100%にならない）

⑭全て修正すると以下の結果が表示される。

⑮データシート→社内送信を実行する
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２．受領データを承認する方法

①受信済み一覧の▼をクリックして、データシートを選択する。

②部品番号、IMDS-IDなどで受領データを検索し、ダブルクリックで詳細を表示する。

④データの内容が以下の要求事項を満たしているか、点検する。
・発注仕様やIMDSレコメンデーションに合っているか確認する。
・IMDSレコメンデーション
・ボッシュIMDS入力ガイドライン

⑤問題無ければ、データシートメニューの承認を実行する。

※ 以上で承認が完了し、データシート作成時に使用可能になります。
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３．セミコンポーネントの作成（素材、半製品の場合）

ａ．弊社支給の材料または半製品を使用している場合

①新規作成メニューで、データシート→セミコンポーネントを選択する

②新規のセミコンポーネントが作成されるので、ボッシュ品名、ボッシュ品番を入力する。

③「セミコンポーネント追加」の「参照」をクリックする

④材料コード欄に支給材料品番を入れて検索する
※この時、承認データシートのボックスにチェックを入れてください。
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⑤データが見つかったら「適用」をクリックする。

⑥質量と数量の含有率を「固定値」に切り替えて100%にする

⑦納入品の単位あたりの質量を、支給材料と同じにする

⑧エラーチェックに進む。
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ｂ．自社で調達した材料を使用している場合

①新規作成メニューで、データシート→セミコンポーネントを選択する

②新規のセミコンポーネントが作成されるので、ボッシュ品名、ボッシュ品番、単位あたりの質量を入力する。（原則：単位体積あたり）

③「参照材料の検索」をクリックする

④材料名、IMDS-ID等で材料を検索する。

検索時のチェックボックスの設定は以下のとおり。

IMDS 自社で

受領 作成の

材料 材料

承認データシート V
チェック 公開データシート

ボックス 自社データシート V
の設定 自社モジュール V

サプライヤーで検索可能

推奨材料データシート

V
V

V

IMDS

コミッティー

公開材料
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⑤材料が見つかったら「適用」をクリックする。（例：JIS規格のS25C）

⑥含有率を「固定値」に切り替えて100%にする

⑦エラーチェックに進む
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４．コンポーネントの作成（部品の場合）

ａ．弊社支給の部品を使用している場合

①新規作成メニューで、データシート→コンポーネントを選択する

②新規のコンポーネントが作成されるので、ボッシュ品名、ボッシュ品番、部品質量を入力する。

③「参照コンポーネントの追加」をクリックする。

④品番、IMDS-ID等で、支給部品のデータを検索する。
　　※承認データシートのチェックは必ず入れること。
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⑤データが見つかったら「適用」をクリックする。

⑥部品の個数を入力する

⑦エラーチェックに進む
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ｂ．弊社支給の半製品、材料を使用している場合

①新規作成メニューで、データシート→コンポーネントを選択する

②新規のコンポーネントが作成されるので、ボッシュ品名、ボッシュ品番、部品質量を入力する。

③「参照セミコンポーネントの追加」をクリックする。

④品番、材料コード、IMDS-ID等で、支給品のデータを検索する。
　　※承認データシートのチェックは必ず入れること。

⑤データが見つかったら「適用」をクリックする。

17



⑥材料の質量を入力する

⑦アプリケーションを確認する
　　セミコンポーネントのマークの左にある△をクリックすると材料が表示される。
　　材料を選択した時にアプリケーションが表示される場合は、それが正しいか確認する。

　　　※アプリケーションの確認・修正方法はp.25の「アプリケーションの修正方法」を参照

⑧エラーチェックに進む
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ｃ．自社で調達した材料を使用している場合

①新規作成メニューで、データシート→コンポーネントを選択する

②新規のコンポーネントが作成されるので、ボッシュ品名、ボッシュ品番、部品質量を入力する。

③「参照材料の追加」をクリックする。

④材料名、IMDS-ID等で材料を検索する。

検索時のチェックボックスの設定は以下のとおり。

IMDS 自社で

受領 作成の

材料 材料

承認データシート V

チェック 公開データシート
ボックス 自社データシート V

の設定 自社モジュール V

サプライヤーで検索可能
推奨材料データシート

V
V

IMDS

コミッティー

公開材料

V
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⑤データが見つかったら「適用」をクリックする。

⑥部品の個数を入力する

⑦アプリケーションを確認する
支給部品中の材料にアプリケーションが表示される場合、選択が正しいか確認する。

※アプリケーションの確認・修正方法はp.25の「アプリケーションの修正方法」を参照

⑧エラーチェックに進む
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５．材料の追加（めっき、塗装、接着等）

例：支給材料を加工後に表面処理を追記する方法
同一階層に異なるタイプのノードを存在させないために、実際は存在しない
コンポーネントやセミコンポーネントの追加が必要な場合があります。

①親ノードのレベルでセミコンポーネントの追加→ノードを選択する。

②ダミーの部品名称の付いたセミコンポーネントができるので、

③適当な部品名称と表面処理の質量を入力する。（材料コードは不要）

④セミコンポーネントに材料データを参照するため、「参照材料の追加」をクリック
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⑤表面処理の材料を検索する。（例：電気亜鉛メッキ）

⑥材料が追加されるので、含有率を「固定値」に切り替えて100%と入力。

※　　以上で１件追加完了。
　　　　表面処理が複数ある場合は手順①からの繰り返す。
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６．エラーチェック

①入力が終わったら、エラーチェックを実行する

②チェック結果を確認し、エラーを修正する（例：材料中の化学物質含有率の合計が100%にならない）

③全て修正すると以下の結果が表示される。

④データ送信に進む。
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７．データ送信

①「送信先情報」のページで「送信先の追加」をクリックする。

②日本のボッシュからの依頼の場合は、企業ID「55458」で検索して、Bosch Corporation, JAPAN　を適用する。

③サプライヤーコード、ボッシュ品名、ボッシュ品番を入力する。

④送信ボタンをクリックする。
　　（確認画面が出るので、もう一度送信ボタンをクリックする。）

⑤送信先のステータスが「編集モード」から「未開封」に変われば、送信完了。
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８．データ修正

・修正の準備

①データシート／モジュール検索画面で、Rejectされたデータを検索する

②ステータスの確認

Ａ．データが承認済み、または社内送信済みの場合 ：右クリック→コピー→新規バージョン
Ｂ．データが編集モードの場合 ：そのまま編集する

・アプリケーションの修正方法

①材料に対象物質が含まれる場合、詳細情報下部にアプリケーションが表示される

②対象物質のところで右クリックして、表示された「編集」を左クリックする。
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③選択肢の中から該当するものを選び、適用をクリックする。

④修正完了

＜参考＞アプリケーションの選択方法

　　　　材料参照時には初期値が選択されますので、以下の順序で確認、選択してください。

手順①含有率がGADSLの申告閾値以下→「閾値以下」を選択します

　　　　　（例：銅合金中の0.1%未満の鉛）

手順②選択肢から適切なものを選びます

　　　　　（例：鉄鋼中のニッケル→33 その他の用途）

手順③「適用外」以外に選択できるものが無い→「適用外」を選択します

　　　　　（例：アルミ中のニッケル→34 適用外）

・「プロセスケミカルの存在形態」の回答

①　材料データ作成時、参照化学物質追加画面でプロセスケミカルを選択すると
　　　以下の警告が表示されます。　
　　　その化学物質が最終製品に含まれる場合のみ、「はい」を選択します。
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②　参照されたプロセスケミカルを左クリックすると、画面右側下部に
　　　「プロセスケミカルの存在形態」の入力欄が表示されます。
　　　▼をクリックして３つの選択肢から適切なものを選んでください。　

・送信の取り消し

送信先/入力依頼の削除 を実施します。

※未承認のデータに限り実施可能です。
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９．参考

・雛形データから簡単に作成する方法
　　条件：構成材料が同じで、承認済みのデータであること

①送信済み一覧→データシートで、検索画面を表示する。

②品番、ID等で送信済みデータを検索する。（ステータスで承認を確認）

③見つかったデータの行で右クリックして、コピー→新規データシートを選択する。

※　新規バージョンを選択すると、新規データが作成されずに
　　　このデータが更新されてしまうので注意！

④部品名称、材料コードを修正する。

⑤エラーチェックに進む。

28


	目次
	
	ログイン　ボタン

	1a.pdf
	材料判定

	1b.pdf
	材料作成

	
	承認

	3a.pdf
	セミコン支給

	3b.pdf
	セミコン自達

	4a.pdf
	コンポ支部

	4b.pdf
	コンポ支材

	4c.pdf
	コンポ自材

	
	メッキ

	
	エラーチェック

	
	送信

	
	修正

	
	雛形

	
	メッキ

	目次
	目次

	目次
	目次

	
	ログイン　ボタン

	3b-.pdf
	セミコン自達

	
	メッキ

	
	修正

	
	目次




